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①子どもの居場所を毎週開催することで、気軽に相談できる場が整い、高齢者については各定例会にて相談傾向等を随
時発信し、情報共有ができている。また、施設と地域を行事や講座等を通して仲介し、つながりづくりが進んでいる。
②移動販売は新たな商店の導入を調整し、買い物のみならず集いの場としての機能も持ち始めている。また、住民と検討
を重ね、新たな集いの場を立ち上げることができた。
③認知症サポーター養成講座や地区社協と連携した講座を開催し、住民の理解・啓発を進め、認知症カフェでは事業所・
ボランティア団体と連携し、活発な運営ができている。
④子どもの居場所での行事を通した親同士の交流が生まれ、また、プラザ祭り等で学生がボランティアとして関り、多世代
交流の場も広がりを見せている。
⑤新たな職員体制であるが、会議や育成制度等を活用し、互いに助け合う風土が生まれ、個別や地域の課題に対し、
チームで取り組むことができ始めている。

□ 区からのコメント
・生活支援体制整備事業では、泉区アクションプランの着実な推進のため、区内生活支援コーディネーターが一丸となっ
て取組を進められました。特に、移動販売では、新規事業所の参加や他地区との意見交換会を開催する等、移動販売の
充実にむけて積極的に取り組んでいます。
・認知症支援事業では、認知症サポーター養成講座に加え、キャラバン・メイト連絡会の定期開催による関係者との情報
共有や地区社協と連携した講座の開催など、認知症の正しい理解に向けた取組を進められました。今後は、幅広い世代
へ認知症の普及啓発を行うなど、地域全体での認知症に優しい街づくりを期待しています。
・地域活動の支援については、新配属職員が多かった中で、強みであるチーム力を活かし、学習支援や居場所づくりなど
地域のニーズに応じながら、子どもの支援に積極的に取り組んでいます。また施設と地域をつなぐ役割も担いながら、「支
え合い、助け合い」のネットワークの拡がりに寄与しています。
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◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性

 ＜下和泉地区＞
　【地域特性】バス通りの歩道の少なさや交通の便が悪く、外出しにくい状況が増している。
　【方向性】　移動に関する支援を進めていく。
＜富士見が丘地区＞
　【地域特性】約50年前に造成されたエリアの住民が一斉に高齢化する見込みで、個別相談が増加している。
　【方向性】　普段の暮らしを支える支援を進めていく。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

高齢者、子ども、障害児・者、生活困窮者等の対象を問わない、地域ケアプラザの相談機能の周知を進めます。
・子どもの居場所支援、民児協や地区社協定例会にて相談事例を情報共有、施設と地域のつながりづくり

住民主体の課題解決に向けた働きかけを行い、目指す地域像を共有します。
・移動販売や外出支援の協議体を開催し、地域住民とともに検討。様々な相談内容について情報をエピソード化
しイメージを共有など

認知症の正しい理解を広め、認知症の人とその家族が安心して過ごせる地域づくりや、認知症の早期発見・対応
ができる体制づくりを行います。
・認知症サポーター養成講座の開催、認知症カフェ「ぽかぽかサロン」の開催、地区会合での相談分析報告など

地域特性や地域課題を踏まえた自主事業を実施し、課題解決に取り組みます。
・子ども支援の場について様々な媒体で周知を広め、気軽に集える場を拡充。多世代交流や担い手発掘の検討
など

日常業務を通した人材育成や職員の連携体制の構築を進め、風通しのよい職場風土を醸成し、個別課題と地域
課題の解決を図ります。
・目標管理による人事考課の実施、新人育成リーダー制度の活用、全体会議や部門連携会議の実施など




